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災

害
㌔

　
東
名
高
速
で
ま
た
、
ト
レ
ー
ラ
ー
や

乗
用
車
が
追
突
、
炎
上
事
故
を
起
し
た

が
、
一
ケ
月
前
に
同
じ
東
名
高
速
の
日

本
坂
ト
ン
ネ
ル
で
大
惨
事
が
あ
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
。

　
今
回
の
事
故
も
車
間
距
離
を
無
視
し

た
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が
原
因
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
日
本
坂
事
故

の
教
訓
な
ど
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い

な
い
と
同
じ
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
！
一

人
一
人
の
自
覚
を
促
し
た
い
。

　
同
じ
災
害
で
も
、
大
正
十
二
年
の
関

東
大
震
災
は
凄
惨
を
極
め
た
。
ま
た
新

潟
や
伊
豆
な
ど
の
大
地
震
も
あ
り
、
災

害
は
い
つ
起
る
か
わ
か
ら
な
い
。
地
震

に
し
て
も
教
訓
を
生
か
し
災
禍
を
最
小

限
に
止
め
る
覚
悟
を
新
た
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
人
災
に
い
た
っ
て
は
な
お
の
こ
と
、

「
喉
も
と
過
ぎ
れ
ば
云
々
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
猛
反
省
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
（
彼
岸
を
む
か
え
る

に
あ
た
っ
て
）（灘
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茨
城
大
会
来
月
ひ
ら
く

　
毅
装
躍
四
部
会
に
わ
か
れ

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

は
、
全
日
本
仏
教
会
と
茨
城
県
仏
教
会
の
共
催

に
よ
り
、
十
月
十
五
日
、
水
戸
市
民
会
館
に
て

別
掲
の
趣
意
の
も
と
、
「
大
法
輪
の
も
と
、
よ
り

大
き
く
よ
り
強
く
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
開
催
す
る
。
全
仏
で
は
組
織
部
が
中

…　

@
…
大
会
開
催
の
趣
旨
…

心
と
な
り
、
地
元
茨
城
県
仏
で
は
実
行
委
員
会

が
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

　
本
年
も
部
会
は
四
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
討
論
を
行
な
う
が
、
青
年

部
会
は
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
全
国
結
集
を
う

た
い
、
全
日
仏
青
執
行
部
と
地
元
仏
青
と
緊
密

”
新
文
明
の
希
求
”
に
注
目
し
よ
う

　
「
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
高
く
掲
げ
、
昨
年

わ
が
国
に
お
い
て
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒

会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、

わ
れ
ら
ほ
世
界
に
お
け
る
仏
教
徒
の
地
位
と

責
務
を
自
覚
し
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に

全
仏
教
徒
が
結
集
し
て
遇
進
ず
る
こ
と
を
誓

い
あ
っ
た
。
い
ま
や
残
さ
れ
た
問
題
は
、
い

か
に
し
て
こ
の
決
意
を
具
体
化
し
実
践
す
る

か
で
あ
る
。
今
年
は
「
国
際
児
童
年
」
で
あ

り
「
ル
ン
ビ
ニ
の
年
」
で
も
あ
る
。
我
等
は

目
標
を
明
確
に
定
め
、
次
代
を
担
う
青
少
年

の
健
全
な
育
成
と
聖
地
ル
ン
ビ
ニ
の
復
興
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
六
月
に
行
な
わ
れ
た
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
、

世
界
各
国
の
連
帯
と
協
調
な
く
し
て
は
、
世

界
平
和
と
人
類
の
繁
栄
は
あ
り
え
な
い
こ
と

を
知
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
一
つ
を
取
り

上
げ
て
も
こ
の
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
我
等

な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
準
備
し
て
い
る
。

　
　
茨
城
大
会
開
催
要
項

部会日
会場時
十
月
十
五
日
（
月
）
九
時
半
～
四
時
半

水
戸
市
民
会
館

第
一
部
会
（
実
践
部
会
）
1
仏
教
徒
の

　
　
　
　
社
会
的
実
践
i

第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）
1
檀
信
徒

日
程慈

　
　
　
　
の
全
国
結
成
を
強
化
し
よ
う

第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）
1
仏
教
婦
人

　
　
　
　
の
全
国
結
集
を
計
ろ
う
1

第
四
部
会
（
青
年
部
会
）
一
仏
教
青
年

　
　
　
　
の
全
国
結
集
を
計
ろ
う
一

宗
派
代
表
者
懇
談
会

八
時
受
付
開
始
、
九
時
半
開
会
式
、
十

時
二
十
分
記
念
講
演
、
十
一
時
二
十
分

総
会
、
一
時
部
会
、
三
時
総
会
、
四
時

閉
会
式

参
加
費
三
千
円

…
腱
繧
…
仏
教
青
年
の
全
国
結
集

　
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
永
倉
嘉
文
理
事
長
）

で
は
、
再
発
雨
後
の
五
十
二
年
に
は
埼
玉
大
会

仏
教
徒
は
、
無
限
の
欲
望
を
追
求
す
る
物
質

文
明
が
す
で
に
限
界
に
達
し
、
精
神
的
価
値

を
重
視
す
る
新
た
な
文
明
が
希
求
さ
れ
て
い

る
事
実
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
節
約
を
論
ず
る
前
に
、
我
等
は
釈
尊

に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
、
「
欲
望
の
限
界
」
に

こ
そ
、
思
い
を
い
た
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
水
戸
は
、
わ
が
国
精
神
文
化
淵
叢
の
地
で

あ
る
と
と
も
に
、
廃
仏
殿
釈
運
動
発
祥
の
地

で
も
あ
る
。
茨
城
県
仏
教
会
は
幾
多
の
苦
難

を
の
り
こ
え
て
前
進
し
て
い
る
。

　
伝
統
と
進
取
の
な
ら
び
存
す
る
水
戸
に
、

全
国
の
仏
教
徒
が
参
集
さ
れ
ん
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
仏
教
会

工
縷．

に
あ
わ
せ
全
国
結
集
を
開
催
、
翌
五
十
三
年
に

は
W
F
B
日
本
大
会
に
W
F
B
Y
記
念
結
集
と

着
実
に
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

青
年
部
会
に
お
い
て
も
仏
教
青
年
の
全
国
結
集

を
計
る
べ
く
準
備
が
す
す
み
、
全
日
仏
青
執
行

部
と
地
元
茨
城
大
会
青
年
部
会
実
行
委
員
会
と

の
協
議
も
数
度
開
か
れ
て
い
る
。
青
年
部
会
の

開
催
要
項
は
次
の
と
う
り
。

　
　
青
年
部
会
（
全
国
結
集
）
御
案
内

　
「
大
法
輪
の
も
と
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
強

く
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
全
国
仏
教
青
年

が
相
集
う
全
国
結
集
が
、
左
記
の
通
り
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
お
い
て

再
発
足
以
来
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
は
、
実
践

を
通
じ
て
力
強
い
歩
み
を
続
け
て
お
り
ま
ず
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
県
一
仏
青
」
の
呼
び
か
け

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
未
組
織
県
が
多
く
、
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こ
れ
が
大
き
な
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
況
に
鑑
み
、
原
点
に
帰
っ
て
問

題
を
探
る
べ
く
、
「
仏
教
青
年
の
全
国
結
集
を

計
ろ
う
一
1
仏
教
青
年
の
発
展
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
宗
派
を
超
え

た
討
議
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
大
法
輪
の
も
と
、
皆
様
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
討

議
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
仏
教
青
年
の
大
団
結

が
出
来
ま
す
よ
う
、
水
戸
の
地
に
御
参
集
を
お

待
ち
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
記

　
日
時
　
十
月
十
五
日
　
八
時
よ
り
受
付

　
　
　
　
青
年
部
会
は
午
後
一
時
一
三
時

　
場
所
　
水
戸
市
民
会
館

　
な
お
、
青
年
部
会
の
懇
親
会
を
午
後
五
時
よ

り
水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
全
日
仏
青
理
事
長
　
　
　
永
倉
嘉
文

　
　
　
　
青
年
部
会
実
行
委
員
長
　
岡
部
康
善

一
9
コ
9
3
葛
8
量
8
3
零
3
■
美
麗
ヨ
産
月
驚
8
暑
8
顎
8
鴇
8
唇
8
璽
2
2
8
3
9
塁
・
罷
8
－
8
邑
8
霊
3
冨
3
婁
8
豊
5
塾
8
曾
8
塾
8
室
●
魯
‘
量
目
2
婁
3
■
2
8
2
0
塾
8
艦
5
葛
8
塾
置

姉
妹
仏
教
会
の
締
結
式

長
岡
市
仏
教
会
と
鳴
門
仏
教
会

W
F
B
地
方
大
会
の
ご
縁

　
昨
年
秋
の
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
は
、
本
大
会
の
あ
と
十
カ
所
で
地
方
大
会

が
も
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
海
外
代
表
と
仏
教
親
善

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
市
仏
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
長
岡
と
鳴
門
の
両
地
方

大
会
は
、
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
檀
信
徒
一
千
名
を
越
え
る
僧
俗
一
体
の

大
会
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
こ
の
W
F
B
地
方
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
長

岡
市
仏
教
会
（
中
村
秘
隠
会
長
）
と
鳴
門
仏
教

会
（
安
立
清
雄
会
長
）
が
姉
妹
仏
教
会
と
し
て

相
互
交
流
を
図
る
な
ど
、
互
い
に
提
携
し
一
層

発
展
す
べ
く
、
そ
の
締
結
式
が
全
仏
の
仲
立
ち

で
、
去
る
七
月
二
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）
に
て
行
な
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
長
岡
よ
り
中
村
会
長
ら
五
五
が
早

朝
の
列
車
で
先
に
到
着
。
鳴
門
か
ら
は
安
立
会

長
ら
五
心
が
空
路
東
京
へ
。
式
は
全
仏
の
田
代

組
織
部
長
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、
ま
ず
全
仏

の
竜
山
組
織
局
長
が
「
姉
妹
仏
教
会
の
締
結
を

お
祝
い
申
し
上
げ
、
他
の
仏
教
会
に
対
し
て
良

い
影
響
と
な
る
よ
う
、
連
絡
・
提
携
を
密
に
し

て
両
仏
教
会
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
コ
つ
い
で
縁
結
び
と
も

な
っ
た
肩
息
・
中
村
財
務
部
長
（
大
会
当
時
は

式
典
部
長
）
よ
り
経
過
報
告
が
あ
り
、
「
両
仏
教

会
は
特
に
檀
信
徒
運
動
に
は
並
々
な
ら
ぬ
努
力

を
し
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
活
発
に
活
動
さ
れ

て
い
る
。
W
F
B
地
方
大
会
を
契
機
に
、
こ
の

両
仏
教
会
が
懇
談
さ
れ
、
連
絡
・
提
携
し
、
仏

教
発
展
の
た
め
努
力
し
、
そ
の
活
動
を
一
層
緊

密
に
し
て
い
く
た
め
姉
妹
仏
教
会
と
し
て
手
を

と
り
△
口
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
協
議
の
結
果
、
今
日
の
締
結
式
と
な
り

ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
あ
と
「
姉
妹
仏
教
会
締
結
に
関
す
る
条

文
」
を
田
代
部
長
が
朗
読
、
こ
の
条
文
宣
誓
書

に
中
村
、
安
立
両
代
表
が
署
名
調
印
、
万
雷
の

拍
手
の
う
ち
に
ガ
ッ
チ
リ
と
握
手
を
交
し
た
。

　
つ
づ
い
て
長
岡
櫨
信
徒
会
・
池
田
忠
蔵
会
長

と
鳴
門
仏
教
護
持
会
・
川
内
勝
三
郎
副
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
喜
び
の
挨
拶
を
し
無
事
締
結
式
を
終

了
し
、
全
仏
の
安
本
国
際
文
化
局
長
の
乾
盃
で

祝
饗
に
入
り
、
お
互
い
に
現
状
の
報
告
や
、
今

後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
。

　
こ
の
姉
妹
仏
教
会
の
締
結
を
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
よ
り
他
の
仏
教
会
の
範
と
し
活
躍
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
池
田
忠
蔵
会
長
（
長
岡
市
檀
信
徒
会
）
「
こ
の

た
び
の
正
式
調
印
は
、
鳴
門
、
長
岡
と
も
に
檀

信
徒
運
動
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に
喜

こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
出
発
点

と
し
て
、
各
地
の
檀
信
徒
会
と
次
々
に
連
絡
し
、

互
に
長
所
を
取
り
入
れ
全
国
の
檀
信
徒
が
「
み

仏
の
も
と
手
を
つ
な
い
で
」
将
来
の
日
本
に
仏

心
の
社
会
を
実
現
し
た
い
で
す
。
」

　
【
出
席
者
】

　
長
岡
市
仏
教
会
「
会
　
長
　
中
村
　
面
識

　
　
〃
　
　
　
檀
信
徒
部
長
　
春
日
浩
三

　
　
〃
　
　
　
　
事
務
局
長
　
小
林
　
秀
徳

長
岡
市
檀
信
徒
会
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
　
副
会
長

鳴
門
仏
教
会
　
　
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
　
副
会
長

　
〃
　
　
　
　
　
副
会
長

鳴
門
仏
教
護
持
会
副
会
長

　
〃
　
　
　
　
　
副
会
長

立
仏
・
竜
山
、
安
本
、

浜山安高池
川内立木田

籍難平鰻

川
内
勝
三
郎

吉
田
重
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
、
中
村
、
杜
多

　
長
岡
市
仏
教
会
・
鳴
門
仏
教
会

　
姉
妹
仏
教
会
締
結
に
関
す
る
条
文

　
長
岡
市
仏
教
会
と
鳴
門
仏
教
会
、
並
び
に
鳴

門
仏
教
護
持
会
、
長
岡
市
檀
，
信
徒
会
は
、
仏
陀

の
和
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
相
互
の
緊
密
な

連
絡
提
携
の
も
と
に
下
記
各
条
の
活
動
を
推
進

し
、
仏
教
文
化
の
宣
揚
と
世
界
平
和
の
進
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
こ
こ
に
姉
妹
仏
教
会
と
し
て

署
名
捺
印
し
て
締
結
す
る
。

第
一
条
　
長
岡
市
仏
教
会
、
鳴
門
仏
教
会
（
以

　
下
略
各
仏
教
会
）
、
並
び
に
鳴
門
仏
教
護
持

　
会
、
長
岡
市
檀
信
徒
会
（
以
下
略
各
檀
信
徒

　
会
）
は
、
親
睦
を
は
か
り
、
互
に
交
流
の
機

　
会
を
つ
く
る
。

第
二
条
理
仏
教
会
並
び
に
各
檀
信
徒
会
は
互

　
に
提
携
し
、
仏
教
に
関
す
る
研
究
、
調
査
、

　
実
践
を
は
か
る
。

第
三
条
各
仏
教
会
並
び
に
各
檀
信
徒
会
は
、

　
こ
こ
に
姉
妹
仏
教
会
と
し
て
地
域
各
種
仏
教

諸
団
体
へ
活
動
の
範
と
し
て
啓
蒙
に
役
立
て

　
る
。

第
四
条
連
絡
に
つ
い
て
は
全
日
本
仏
教
会
を

　
仲
と
し
て
、
趨
勢
教
会
に
事
務
所
を
置
き
、

　
連
絡
事
務
、
一
条
よ
り
三
条
ま
で
の
各
活
動

　
を
推
進
す
る
。

　
　
昭
和
五
十
四
年
七
月
二
日
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　夏一老若男女ともに暑さをのがれ涼をもとめる。この夏休みを
利用して、各宗派、あるいは寺、仏青などによって、仏教講座、修

養道場など一般向、青少年向などの催しが年々盛んになってきてい

る。衣食足り、生活か向上してきている今日、現代病ともいえる

“心の病、が多くみられ、仏教を心の糧にしょうとする人々が多く

なってきており、さまざまな人たちが、仏教講座に学ぶ姿が目につ

く。国号は『夏に集う』と題して、全国各地で行なわれた催しをい

くつか簡略に紹介してみたい。

・
・
各
地
の
催
し
・

鵬

四
天
王
寺
夏
期
大
学

　
載
量
四
天
王
寺
（
出
口
常
順
管
長
）
で
は
、

七
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
、
四
天
王

寺
本
坊
に
お
い
て
、
第
十
六
回
“
四
天
王
寺
夏

四
天
王
寺
の
夏
期
大
学
第
四
日
目
、
林

野
講
師
に
よ
る
臨
地
講
演

期
大
学
”
を
開
催
。
今
回
は
「
人
間
学
と
し
て

の
仏
教
教
学
と
信
仰
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、

定
員
二
百
五
十
名
の
と
こ
ろ
三
百
三
十
名
が

参
加
、
人
間
と
は
何
か
1
生
き
甲
斐
と
は
、
ど

う
生
き
る
こ
と
か
、
な
ど
を
熱
心
に
学
ん
だ
。

　
二
十
二
日
　
南
谷
恵
澄
執
事
長
の
開
講
挨
拶

の
あ
と
、
出
口
管
長
の
「
聖
徳
太
子
伝
歴
を
中

心
と
し
た
太
子
信
仰
」
や
、
間
中
定
泉
聖
徳
宗

管
長
、
堀
内
龍
獅
虎
読
売
新
聞
論
説
委
員
な
ど

の
講
義
が
行
な
わ
れ
た
。

　
二
十
三
日
　
二
日
目
は
金
治
勇
四
天
王
寺
勧

学
院
講
師
、
山
田
恵
諦
天
台
座
主
、
田
村
芳
朗

東
大
教
授
の
講
義
が
行
な
わ
れ
た
。

　
二
十
四
日
奥
田
慈
応
四
天
王
寺
勧
学
長
、

大
谷
光
照
西
本
願
寺
前
門
主
、
中
村
元
東
大
名

誉
教
授
の
講
義
の
あ
と
、
閉
講
式
が
行
な
わ
れ

参
加
者
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　
二
十
五
日
　
聖
徳
太
子
ご
遺
跡
霊
場
巡
拝
と

し
て
四
天
王
寺
諸
堂
参
拝
が
行
な
わ
れ
、
臨
地

講
演
と
し
て
林
野
全
孝
京
都
府
立
大
教
授
が
講

義
し
た
。法

隆
寺
夏
期
大
学
．

　
聖
徳
宗
総
本
山
法
隆
寺
（
間
中
定
離
管
長
）

で
は
、
七
月
二
十
六
日
一
二
十
九
日
ま
で
、
第

二
十
九
回
“
法
隆
寺
夏
期
大
学
”
を
、
法
隆
寺

聖
徳
会
館
で
開
催
、
定
員
を
上
回
る
参
加
者
は

静
か
な
斑
鳩
の
里
に
て
熱
心
に
メ
モ
を
走
ら
せ

て
い
た
。

　
二
十
六
日
は
、
間
中
管
長
の
「
大
乗
相
応
の

地
」
と
、
坂
本
太
郎
東
大
名
誉
教
授
の
「
聖
徳

太
子
と
天
智
天
皇
」
の
講
演
の
あ
と
映
画
を
鑑

賞
、
法
隆
寺
諸
堂
を
参
拝
し
た
。

　
二
十
七
日
は
、
花
山
信
勝
東
大
名
誉
教
授
の

「
興
隆
三
宝
と
聖
徳
太
子
」
、
倉
田
文
作
奈
良
国

立
博
物
館
長
の
「
仁
王
門
」
の
講
演
。

　
二
十
八
日
は
、
大
岡
実
日
大
教
授
の
「
印
度

建
築
史
の
研
究
方
法
」
、
若
林
隆
光
二
松
学
舎
大

講
師
の
「
聖
徳
太
子
の
周
辺
」
の
講
演
が
あ
り
、

両
日
と
も
午
後
に
は
太
安
萬
侶
墓
、
中
宮
寺
、

法
輪
寺
な
ど
近
郊
の
参
拝
を
行
な
っ
た
。

　
二
十
九
日
に
は
京
都
方
面
の
名
刹
を
巡
拝
す

る
な
ど
暑
さ
を
忘
れ
る
夏
期
大
学
で
あ
っ
た
。

円
覚
寺
夏
期
大
学
…

　
臨
済
宗
円
覚
寺
派
（
朝
比
奈
宗
源
管
長
）
の

円
覚
寺
で
は
、
第
四
十
四
回
夏
期
講
座
を
、
充

実
し
た
講
師
陣
の
も
と
、
同
寺
大
方
丈
に
て
七

月
二
十
一
日
よ
り
二
十
五
日
目
で
開
催
。
各
講

師
が
次
の
講
題
で
講
演
し
た
が
、
内
容
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
が
あ
り
、
ま
た
参
加
者
の
中
で
円
覚
寺

に
宿
泊
し
た
人
た
ち
は
禅
の
修
行
も
行
な
う
な

ど
終
始
熱
心
で
あ
っ
た
。

　
二
十
一
日
　
「
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
奈

良
康
明
駒
大
教
授
、
「
国
際
化
時
代
と
教
育
問

題
」
福
田
信
之
筑
波
大
副
学
長
。

　
二
十
二
日
　
「
鎌
倉
武
士
の
人
間
像
」
作
家

永
井
路
子
さ
ん
、
「
ア
ジ
ア
の
旅
か
ら
」
平
山
郁

夫
東
芸
大
教
授
。

　
二
十
三
日
　
「
自
然
界
に
お
け
る
人
間
の
位

置
」
東
昇
京
大
名
誉
教
授
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
か

ら
の
不
思
議
な
発
見
」
森
政
弘
東
工
大
教
授
。

　
二
十
四
日
　
「
体
制
と
し
て
の
宗
教
と
、
信

仰
と
し
て
の
宗
教
」
山
本
七
平
氏
、
「
実
事
求
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是
」
茅
誠
司
元
東
大
学
長
。

　
二
十
五
日
　
「
般
若
心
経
の
心
」
松
原
泰
道

日
月
庵
主
管
、
「
社
会
と
文
化
に
み
る
日
本
的

特
質
」
作
家
深
田
祐
介
氏
。

比
叡
山
仏
教
文
化
講
座

　
古
い
伝
統
を
も
つ
比
叡
山
の
「
比
叡
山
仏
教

文
化
講
座
」
は
、
七
月
二
十
七
日
一
二
十
九
日

の
日
程
で
、
比
叡
山
大
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
涼
し
い
山
上
に
て
、
豪
華
な
各

界
を
代
表
す
る
講
師
陣
の
仏
教
文
化
の
講
演
に

耳
を
か
た
む
け
た
。

　
講
師
と
し
て
は
、
墓
言
宗
仁
和
寺
派
の
立
部

瑞
祐
管
長
を
は
じ
め
、
増
田
四
郎
元
一
橋
大
学

長
、
柳
田
聖
山
京
大
教
授
、
井
上
光
貞
東
大
名

誉
教
授
や
、
作
家
の
永
井
路
子
氏
、
藤
本
義
一

氏
、
仏
像
彫
刻
の
松
久
朋
琳
氏
が
あ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
仏
教
を
語
り
、
参
加
者
は
さ

か
ん
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
姿
が
目
に
つ
い

た
。

一
乗
寺
夏
期
大
学
講
座

　
長
野
県
安
曇
郡
の
一
乗
寺
（
日
蓮
宗
）
で
は

毎
年
「
夏
期
大
学
講
座
」
を
開
講
し
、
地
域
の

仏
教
文
化
向
上
に
力
を
尽
し
、
現
在
で
は
市
を

は
じ
め
地
域
全
体
の
盛
り
上
り
と
協
力
に
よ
っ

て
千
人
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
る
。

　
今
年
も
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
行

な
わ
れ
、
二
十
日
に
は
、
元
体
操
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
の
小
野
喬
氏
、
参
議
院
議
員
の
斉
藤

栄
三
郎
氏
が
講
演
。
二
十
一
日
は
電
々
公
社
調

査
役
の
影
山
裕
子
氏
、
元
南
極
越
冬
隊
長
の
鳥

、

手
に
じ
ゅ
ず
を
か
け
て
、
こ
ど
も
た

ち
も
熱
心
に
テ
キ
ス
ト
の
唱
和

居
鉄
也
氏
。
二
十
二
日
は
身
延
山
布
教
部
長
の

岩
間
湛
良
師
、
講
談
の
神
田
山
陽
氏
と
い
う
顔

ぶ
れ
で
非
常
に
盛
況
で
あ
っ
た
。

川
崎
大
師
夏
期
講
座

　
真
言
宗
智
山
派
の
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

（
高
橋
隆
天
貫
主
）
で
は
、
恒
例
の
夏
期
講
座

を
八
月
十
九
日
一
二
十
一
日
ま
で
、
同
線
大
本

堂
に
て
開
催
。
本
年
で
十
二
回
目
を
む
か
え
る

こ
の
講
座
は
、
一
日
目
に
高
野
一
能
智
山
派
教

学
部
長
の
「
豊
か
な
心
」
、
二
日
目
は
佐
藤
隆
賢

大
正
大
教
授
の
「
お
大
師
さ
ま
の
教
え
」
、
三
日

目
は
近
藤
隆
敬
智
山
派
弘
教
布
教
師
に
よ
る

コ
一
世
安
楽
」
の
講
演
が
あ
り
、
連
日
熱
心
な

檀
信
徒
が
聴
聞
し
盛
況
で
あ
っ
た
。

…
本
門
寺
聞
法
の
集
い

　
日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門
寺
で
は
、
第
十
二

回
聞
法
の
集
い
を
、
七
月
二
十
七
日
よ
り
二
十

九
日
ま
で
の
二
泊
三
日
、
騒
騒
朗
峰
会
館
に
て

開
催
し
た
。

　
講
師
に
は
、
紀
野
一
義
氏
「
法
華
経
に
生
き

る
」
、
土
屋
政
義
氏
「
ほ
と
け
さ
ま
と
の
出
合

い
」
、
石
川
康
明
師
「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
ざ
し
一

日
蓮
聖
人
に
導
か
れ
て
」
、
大
埜
慈
懸
盤
「
日
蓮

聖
人
の
願
行
」
等
が
あ
た
り
、
ま
た
布
教
部
に

よ
り
唱
題
行
や
写
経
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
、
都
内
と
は
い
え
騒
音
の
な
い
縁

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
信
行
を
深
め
た
。

仏
光
寺
暁
天
講
座
．

　
真
言
仏
光
寺
派
の
仏
光
寺
本
廟
で
は
、
八
月

一
日
～
三
日
ま
で
、
同
罪
と
し
て
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
る
暁
天
講
座
を
開
催
、
早
朝
の
六
時

半
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
を
求
め
る
参
加
者
が

つ
め
か
け
好
評
で
あ
っ
た
。

　
一
日
は
、
同
派
の
川
端
光
宣
宗
務
総
長
が
、

二
日
は
同
派
布
教
師
の
駒
井
昌
一
師
が
そ
れ
ぞ

れ
講
演
。
三
日
日
は
照
山
円
雄
総
務
の
指
導
で

写
経
が
行
な
わ
れ
た
。
な
お
今
後
よ
り
充
実
し

た
内
容
で
継
続
さ
れ
る
。

日
蓮
宗
の
修
養
道
場

日
蓮
宗
で
は
、
特
に
地
域
の
日
蓮
宗
青
年
会

が
主
催
す
る
「
少
年
少
女
の
修
養
道
場
」
が
盛

ん
で
、
自
然
の
中
で
仏
教
に
よ
る
規
則
あ
る
生

活
を
し
、
夏
休
み
に
心
と
体
を
き
た
え
よ
う
と

夏
休
み
を
利
用
し
て
開
設
さ
れ
る
。
．

　
ほ
と
ん
ど
の
道
場
が
、
七
月
二
十
五
日
す
ぎ

か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
間
に
、
三
泊
四
日
位
で

開
か
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
仏
前
作
法
、
行
儀

作
法
、
写
経
、
釈
尊
伝
、
日
蓮
聖
人
伝
、
唱
題

行
や
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ゲ
ー
ム
大
会

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
あ
る
。

　
本
年
は
ど
の
道
場
も
百
人
前
後
の
参
加
者
で

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
対
象
は
小
・
中
学

生
で
あ
る
が
、
高
校
生
に
な
っ
た
修
了
者
が
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
手
伝
う
な
ど
、
小
さ
な
芽

が
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

…
曹
洞
宗
の
緑
陰
禅
…

　
曹
洞
宗
の
各
地
域
寺
院
で
は
、
曹
洞
宗
青
年

会
が
中
心
と
な
っ
て
“
緑
陰
禅
”
を
開
催
、
夏

休
み
の
小
・
中
学
生
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
百
人
前
後

が
参
加
し
禅
修
行
を
行
な
っ
た
。

今
年
は
、
七
月
お
盆
や
施
餓
鬼
会
が
終
っ
た

あ
と
の
七
月
二
十
七
日
一
三
十
一
日
頃
に
開
設

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
子
供
た
ち
で

賑
わ
っ
た
が
、
こ
の
緑
陰
禅
で
は
参
加
費
が
非

常
に
安
い
の
が
目
に
つ
く
。

し
か
し
内
容
は
、
講
師
陣
は
教
区
長
、
布
教

師
、
大
学
教
授
、
小
学
校
教
諭
な
ど
幅
広
く
、

日
程
も
禅
修
行
を
中
心
に
、
写
経
、
法
話
な
ど

き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
坐
禅
と
正

座
の
足
の
い
た
さ
は
苦
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
体
験
は
将
来
か
な
ら
ず
役
に
立
つ
も

の
で
あ
る
。
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日
・
タ
イ
仏
教
親
善
の
旅

ぜ
ひ
参
加
を

　
昨
年
の
十
月
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

が
日
本
に
お
い
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
の
一
周
年
を
記
念
し
、
「
日
・
タ
イ
仏
教
交

流
の
翼
」
（
バ
ン
コ
ク
五
日
間
）
と
す
る
、
仏
教

徒
訪
問
団
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
仏
教

徒
連
盟
（
W
F
B
）
本
部
事
務
局
の
あ
り
ま
す

タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
を
訪
れ
、
仏
教
親
善
を
深

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
に
W
F
B
本
部
を

表
敬
訪
問
し
、
W
F
B
会
長
の
プ
ー
ン
殿
下
や

サ
ン
や
副
会
長
（
前
首
相
）
、
タ
イ
仏
教
徒
代
表

等
と
の
懇
談
会
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
訪
問
団
に
は
全
仏
の
大
谷
光
真
会

長
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
）
も
同
行
し
、

日
本
大
会
の
答
礼
を
行
い
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
も
プ
ー
ン
会
長
等
と
懇
談
さ
れ
る
。

　
今
回
の
行
程
は
、
二
十
二
日
に
成
田
を
出
発

し
、
二
十
三
～
四
日
は
タ
イ
国
の
有
名
寺
院
で

あ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
、
ね
は
ん
寺
、
大
理
石

寺
院
、
暁
の
寺
、
パ
ク
ナ
ム
寺
院
な
ど
を
巡
拝

し
て
タ
イ
仏
教
を
視
察
す
る
他
、
水
上
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ア
ユ
タ
ヤ
観
光
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
ホ

テ
ル
も
一
流
で
、
全
行
程
同
一
ホ
テ
ル
の
た
め

荷
物
の
持
ち
は
こ
び
な
ど
の
必
要
も
な
く
、
ま

た
バ
ン
コ
ク
市
内
だ
け
な
の
で
移
動
が
少
な
く

大
谷
会
長
も
同
行

充
実
し
た
旅
行
が
た
の
し
め
、
お
年
寄
り
で
も

無
理
の
な
い
行
程
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
事
務
局
で
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
全
野
・
鱒
淵
正
浩
事
務
総
長
「
第
十
二
回
W

F
B
日
本
大
会
は
、
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏

陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
テ
ー
マ
に
、
盛
況
裡
に
開

催
さ
流
、
早
や
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
W
F
B
本
部

事
務
局
を
訪
れ
、
答
礼
と
今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
す
る
機
会
を
も
つ
よ
う
計
画
を
す

す
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
機
熟
し
、
こ
こ
に
仏

教
親
善
訪
問
団
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。　
短
い
期
日
で
あ
り
ま
す
が
、
バ
ン
コ
ク
な
ら

び
に
近
郊
の
寺
院
を
訪
れ
る
と
共
に
、
W
F
B

本
部
を
訪
問
す
る
と
い
う
、
他
の
旅
行
で
は
味

わ
え
な
い
こ
の
旅
に
、
お
気
軽
に
O
参
加
下
さ

る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
」

　
問
い
合
わ
せ
ば
、
全
一
国
際
部
（
港
区
芝
公

園
四
の
七
の
十
三
、
電
四
三
七
－
九
二
七
五
）

か
、
日
本
旅
行
五
反
田
営
業
所
（
品
川
区
西
五

反
田
一
の
三
十
二
の
十
一
、
電
四
九
二
一
二
九

四
〇
仏
教
交
流
の
翼
デ
ス
ク
）
。

WFB日本大会一周年記念

（バンコック5日間の旅）

●

■昭和54年10月22日～26日日

■旅行費用　￥145，000

エメラルド寺院・ねはん寺・大理石寺院等参

拝・水上マーケット・アヌタや観光・ナコン

パトム視察などWFB本部訪問と懇談会
《宿泊はすべてハイヤットラマホテル（バンコック）》

層お問合せお申込み（取扱旅行社）

《召」喧游行五反田営斯

〒141東京都品川区西五反田1－32－11

　　　　　魯03－492－2940

全日本仏教会■後援
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第
1
2
回

日
本
仏
教
文
化
会
議

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
2
9
日
開
く

　
全
日
本
仏
教
会
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

（
孝
道
教
団
）
の
共
催
に
よ
る
「
日
本
仏
教
文

化
会
議
」
は
今
年
第
十
二
回
目
を
む
か
え
る
。

　
昨
年
の
第
十
一
回
は
、
W
F
B
大
会
の
事
前

研
究
と
し
て
開
か
れ
た
が
、
過
去
「
ア
ジ
ア
開

発
と
仏
教
」
や
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
、
「
人
類

の
未
来
と
仏
教
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
熱
心
に
討

議
さ
れ
て
き
た
。

　
今
年
は
、
現
在
も
っ
と
も
関
心
の
強
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

何
か
」
を
仏
教
の
立
場
か
ら
討
議
し
て
い
た
だ

く
。
特
に
基
調
講
演
に
は
、
科
学
の
立
場
か
ら

東
大
名
誉
教
授
の
山
内
恭
彦
先
生
、
仏
教
の
立

場
で
二
松
学
舎
大
助
教
授
の
加
藤
純
章
先
生
を

お
願
い
し
、
議
長
の
宮
本
正
尊
先
生
を
は
じ
め

悔…　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
い
暑
い
夏
が
今
年
も

噛
”
　
　
　
　
　
　
　
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。
七

細聴
　
　
　
　
　
　
　
月
の
お
盆
は
涼
し
か
っ
た

欄　
　
　
　
　
　
　
　
の
に
、
八
月
の
暑
か
っ
た

伽
．
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
…
汗
び
っ
し
ょ
り
で

…．
　
　
　
　
　
　
　
棚
経
に
行
き
、
今
年
も
ま

…　
　
　
　
　
　
　
　
た
色
々
あ
り
ま
し
た
。

㎜”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
ダ
ン
ス
）
最
近
の

岬馳
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
で
は
タ
ン
ス
等
の
上

伽　
　
　
　
　
　
　
　
に
仏
檀
を
置
く
こ
と
が
多

…

参
加
招
請
の
肩
先
生
方
よ
り
建
設
的
な
意
見
を

聞
く
。
な
お
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
も
認
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
全
日
本
仏
教
会
、
国
際

仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
。　
　
第
十
二
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
要
項

テ
ー
マ

基
調
講
演

日会期

程場日

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
」

⊥
仏
教
に
お
け
る
極
微
の
思
想
一

山
内
恭
彦
（
東
大
名
誉
教
授
）

加
藤
純
章
（
二
松
学
舎
助
教
授
）

九
月
二
十
九
日
（
土
）

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

午
前
九
時
三
〇
分
　
受
付

十
時
○
○
分
　
開
会
式

十
時
三
〇
分
基
調
講
演

午
後
一
時
三
〇
分
　
討
議

　
　
五
時
○
○
分
　
閉
会
式

来
月
三
日
に
埼
玉
県

仏
教
徒
大
会
ひ
ら
く

熊
谷
の
報
恩
寺
で

　
一
昨
年
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

埼
玉
大
会
を
開
催
、
あ
る
い
は
韓
国
ソ
ウ
ル
市

仏
教
会
と
友
好
親
善
を
す
る
な
ど
、
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
埼
玉
県
仏
教
会
で
は
、
第
二

回
埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
を
、
十
月
三
日
、
熊
谷

市
の
報
恩
寺
を
会
場
に
開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は

「
仏
教
を
現
代
生
活
に
生
が
そ
う
」
と
い
う
こ

と
で
、
埼
玉
県
下
の
仏
教
徒
が
参
集
す
る
。
な

お
、
金
岡
秀
友
東
洋
大
教
授
が
講
演
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。W
F
B
日
本

大
会
へ
寄
金

百
万
円
　
日
蓮
宗
総
本
山
　
身
延
山
久
遠
寺

亀
8
■
…
塾
琶
§
3
遷
§
3
量
8
●
3
0
葛
8
篭
工
8
豊
8
亀
8
…
ζ
3
量
9
韮
ま
コ
．
塁
8
鷺
6
塁
ξ
2
g
；
●
3
監
8
篭
罷
8
量
．
●
3
ζ
ぎ
Σ
…
塞
3
…
峯
8
量
峯
8
書
．
塾
ξ
6
驚
8
葛
ε
垂
ε
鑑
ξ
3
葛
8
垂
垂
2
3
董
g
3
墾
竃
…
3
審
§
2
玉
壷
3
…
．
塾
蓋

く
み
ら
れ
る
。
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
茶
ダ
ン
ス

で
は
読
経
中
に
う
し
ろ
が
見
え
て
し
ま
う
。

①
な
ん
と
若
奥
さ
ん
が
着
替
え
て
い
る
で
は

な
い
で
す
か
。
目
の
毒
　
。
②
指
を
二
本
か

お
盆
棚
経
雑
記

三
本
か
と
や
り
と
り
し
て
い
る
。
い
や
は
や

お
布
施
の
相
談
で
す
か
な
？
。

　
（
お
ひ
や
）
お
酒
の
す
き
な
手
伝
い
の
学

生
が
、
棚
経
で
「
冷
た
い
の
と
温
か
い
の
と

ど
ち
ら
に
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
て
、
「
暑
い
か

ら
ひ
や
で
い
い
で
す
」
、
ま
で
は
よ
か
っ
た

が
、
な
ん
と
普
通
の
水
。
当
然
で
す
。

　
（
ゲ
タ
）
ラ
ッ
シ
ュ
の
電
車
に
乗
る
寸
前

に
ゲ
タ
が
線
路
ヘ
ポ
ト
リ
。
次
の
駅
で
ビ
ッ

コ
タ
ン
コ
の
ま
ま
折
返
す
。
事
務
室
に
ポ
ツ

ッ
と
置
い
て
あ
る
ゲ
タ
を
み
て
、
駅
員
さ
ん

に
ゲ
タ
ゲ
タ
と
笑
わ
れ
た
。

　
（
ネ
コ
）
読
経
中
に
突
然
、
仏
聖
の
上
か

ら
ネ
コ
が
ヒ
ラ
リ
。
い
や
驚
ろ
い
た
。

響
…
塾
罷
8
●
3
§
9
3
8
…
…
8
・
3
．
塾
8
量
竃
・
：
3
亀
ま
2
艦
8
葛
8
室
5
●
3
審
8
量
。
篭
：
；
篭
8
塞
罷
8
：
塾
8
●
3
亀
8
嚢
3
塁
8
竃
6
－
3
9
2
霊
3
鑑
婁
蓼
罷
8
雪
蓬
8
－
8
8
巳
3
墨
一
8
亀
8

憎㎜㎜……蝋
の

購醐酬
鼠

教
講
師
功
労
渚
を
推
薦

日
宗
連
理
事
会

　
日
本
宗
教
連
盟
の
第
四
回
理
事
会
は
、
七
月

三
十
一
日
年
後
二
時
よ
り
、
立
正
佼
成
会
法
輪

閣
で
開
か
れ
た
。

　
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
前
回
記
録
の
承
認
が
行

な
わ
れ
、
つ
づ
い
て
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　
次
に
審
議
事
項
と
し
て
、
①
世
界
宗
教
者
倫

理
会
議
に
つ
い
て
（
協
賛
依
頼
の
件
）
、
②
宗
教

教
講
事
業
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
の
案
件
を

審
議
し
た
。
①
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
り
、

②
に
つ
い
て
は
各
地
区
よ
り
九
名
の
推
薦
が
決

定
し
た
。
仏
教
関
係
者
は
、
今
井
亮
夫
師
（
東

京
・
大
谷
派
）
、
芦
原
慧
明
師
（
名
古
屋
・
高
田

派
）
、
小
川
秀
邦
師
（
福
岡
・
曹
洞
）
山
辺
芳
雄

師
（
札
幌
・
曹
洞
）
の
四
師
。
全
仏
よ
り
幹
事

の
馬
場
道
男
庶
務
部
長
と
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
服
部
光
順
庶
務
主
事
が
出
席
。

文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談

　
去
る
八
月
二
十
一
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
文
化
庁
宗
務
課
と
全
仏
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
役
員
定
数
改
正
、
一
般
消
費
税
、

幼
稚
園
、
保
育
園
問
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
ま
た
、
今
後
定
期
的
に
年
一
回
程
度
こ
の

よ
う
な
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

比
叡
山
高
校
が
健
闘

　
　
　
　
　
甲
子
園
で
初
の
ベ
ス
ト
8

第
六
十
一
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

一7一
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会
は
、
甲
子
園
球
場
に
連
日
熱
戦
を
展
開
し
た

が
、
今
回
は
比
叡
山
高
校
が
見
事
に
滋
賀
県
の

代
表
と
し
て
出
場
（
夏
は
二
度
目
）
し
、
強
い

精
神
力
で
三
回
戦
ま
で
強
豪
を
続
々
と
破
り
ベ

ス
ト
8
へ
進
出
、
準
々
決
勝
で
は
浪
商
に
無
念

の
敗
退
と
な
っ
た
が
、
そ
の
健
闘
ぶ
り
は
「
荒

法
師
」
と
た
た
え
ら
れ
た
。

　
他
に
も
甲
子
園
め
ざ
し
て
仏
教
系
の
学
校
が

全
国
各
地
で
健
闘
を
み
せ
た
が
、
い
ず
れ
も
涙

を
の
む
結
果
と
な
っ
た
。

　
特
に
残
念
だ
っ
た
の
が
南
北
海
道
の
室
蘭
大

谷
、
広
島
の
崇
徳
、
佐
賀
の
佐
賀
竜
谷
で
い
ず

れ
も
準
決
勝
で
敗
退
し
た
。
ま
た
北
北
海
道
で

も
旭
川
竜
谷
が
準
々
決
勝
で
敗
れ
る
な
ど
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
の
惜
敗
が
く
や
ま
れ
る
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

に
も
招
請
状
が
届
い
て
お
り
出
席
の
予
定
。

　
孝
道
教
団
故
岡
野
正
道
大
統
理
の
第
壱
周

忌
法
要
が
、
七
月
二
十
二
日
、
孝
道
山
に
て
山

田
恵
諦
天
台
座
主
大
導
師
の
も
と
、
来
賓
各
位

多
数
が
参
列
し
荘
厳
に
執
行
さ
れ
た
。
四
仏
よ

り
安
本
局
長
が
参
列
。

　
全
仏
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
　
全
仏
の
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
茨
城
県
仏
の
担
当
に
よ

り
、
九
月
四
一
五
日
、
水
戸
市
の
「
三
の
丸
ホ

テ
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
W
C
R
P
　
八
月
二
十
九
日
よ
り
九
月
七
日

ま
で
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
て
開
か
れ
る
第

三
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
W
C
R
P
）
に

全
仏
・
町
田
宗
夫
理
事
長
が
出
席
す
る
。

年
浅
草
寺
貫
首
。
戦
災
で
失
な
っ
た
浅
草
寺
の

復
興
に
全
力
を
そ
そ
ぐ
。
大
正
大
学
教
授
、
全

日
本
仏
教
会
副
会
長
、
文
部
省
宗
教
法
人
審
議

会
委
員
等
を
歴
任
。

…
事
務
総
局
録
事
（
七
・
八
月
中

（
七
月
）

二
日

九六
日日

　
十
九
日

二
十
二
日

二
十
二
日

三
十
一
日

　
（
八
月
置

　
　
二
日

　
　
三
日

　
　
八
日

十
八
日

二
十
日

長
岡
・
鳴
門
仏
教
会
姉
妹
締
結
式

古
屋
道
雄
師
感
謝
の
集
い
出
席

鎭
仰
会
都
民
お
盆
ま
つ
り
出
席

茨
城
大
会
準
備
会

局
内
会
議

ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
会
談

茨
城
大
会
打
ち
合
せ
（
水
戸
）

局
内
会
議

孝
道
山
一
周
忌
参
列

日
宗
連
理
事
会

　
全
日
仏
青
全
日
本
仏
教
青
年
会
で
は
役
員

改
選
の
結
果
、
左
記
の
通
り
決
定
し
た
。

　
理
事
長
・
永
倉
嘉
文
、
副
理
事
長
・
永
島
竜

弘
、
佐
藤
泰
惇
、
事
務
局
長
・
都
築
哲
信

（
事
務
局
）
横
浜
市
西
区
南
軽
井
沢
九
勧
行
寺

　
聖
観
意
示
聖
観
音
宗
・
浅
草
寺
の
宗
務
総

長
・
執
事
長
壬
生
台
舜
師
の
辞
任
に
伴
い
、
新

ら
し
く
大
森
亮
雅
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
京
都
府
仏
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

　
会
長
・
伴
義
台
、
副
会
長
・
葉
上
照
澄
、
横

井
鶴
州
、
理
事
長
・
小
林
忍
戒
、
事
務
局
長
．

宮
城
泰
年
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
会
　
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
仏
教
会
館
が
落
成
し
、
九
月
二
十
九
日
が
ら

三
日
間
落
慶
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
る
。
全
仏

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号
　
第
二
五
一
号

　
山
田
　
霊
林
師
（
全
仏
元
副
会
長
）

七
月
十
五
日
目
老
衰
の
た
め
永
平
寺
東
京
別

院
に
て
遷
化
。
九
十
歳
。
二
十
一
日
密
葬
が
行

な
わ
れ
た
。
本
葬
未
定
。

　
駒
沢
大
学
教
授
、
学
監
を
歴
任
、
ま
た
同
大

総
長
を
つ
と
め
た
。
昭
和
五
十
年
一
五
十
一
年

に
永
平
寺
貫
首
、
曹
洞
宗
管
長
に
つ
か
れ
、
全

仏
副
会
長
に
も
就
任
さ
れ
た
。
「
正
法
眼
蔵
現

代
語
訳
」
な
ど
著
書
多
数
が
あ
る
。

　
清
水
谷
　
恭
順
師
（
逗
留
元
副
会
長
）

八
月
八
日
、
老
衰
に
肝
障
害
を
併
発
し
浅
草

寺
本
坊
伝
法
院
に
て
遷
化
。
八
十
八
歳
。
密
葬

は
十
日
、
本
葬
は
九
月
二
十
五
日
に
伝
法
院
に

て
執
行
さ
れ
る
。

　
長
野
善
光
寺
大
勧
進
を
経
て
、
昭
和
二
十
四

醗
M
麟
醐
証
酷

二
十
一
日

茨
城
大
会
準
備
会

局
内
会
議

身
延
山
へ

文
化
専
門
委
員
会

局
内
会
議

ス
大
統
領
歓
迎
準
備
会

文
化
庁
と
会
議

剛…

c
．
…
…
お
ね
が
い
．
．
…
．
…
．
…
．
…
一

…
　
弩
弓
文
化
部
で
は
機
関
紙
「
全
仏
」
の
…

…
創
刊
号
、
二
号
を
探
し
て
お
り
ま
す
。
昭
…

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
昭
和
5
5
年
版

　　

@「

S
仏
手
帳
」

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
翁
忌
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
弘
警
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

内定サ
込　イ
先売ズ

9
×
1
4
㎝

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

十
三
　
全
仏
総
務
局

　
「
骨
仏
手
帳
係
」
量

目

沢
用量寺

　　浅草通り磁壁会加盟店

擬態魏」ξ爽F国商店

東京都台東区寿2－m－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
十
三

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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